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日本文化について（日本文化とは？）
　日本文化を理解するため多様な立場から日本文化を論じたもの。

１．日本文化を世界に伝える（日本文化論に接する際に読むべき日本の文化を世界に伝えた。）
（１）武士道　　　　新渡戸　稲造（にとべ　いなぞう）
　　　欧米で学んだ著者が日本人の道徳の基礎にある武士道を英語で解説した。武士道の特徴を「義」「勇」「仁」「礼」などの用語で説明しつつ、武士道の本質が西洋思想の精神に匹敵することを多様な事例で語る。（武士道を解説しつつその精神が西洋思想に比肩する点を強調し、日本人の優秀さを示そうとした。）

（２）茶の本　　岡倉　天心（おかくら　てんしん）
　　日本文化の一つである茶の背景にある道教および禅の精神を茶室や美術鑑賞態度、花や茶に生きた千利休人生などを通じて解き明かそうとした。茶道を語るのではなく茶を契機とした日本人の精神を語る。（茶道について語った本ではない。茶の背景にある日本人の精神や日本人の美を見る眼が、西洋とは全く異なることを示した）。
（３）代表的日本人　　内村　鑑三（うちむら　かんぞう）
　　西郷隆盛、上杉鷹山、二宮尊徳、中江藤樹、日蓮上人の５人を代表的な日本人の典型とした上で、彼ら５人の背景にある精神性が西洋の偉人に匹敵するものであり、日本が世界に誇れるものであることを示した。（代表的な日本人を通して、日本人が世界に誇るべき精神性を示そうとした。）
2． 日本人のメンタリティを探る（日本文化の背景に宿る精神を禅や仏教、民俗学、心理学の立場から論じた）
（４）禅と日本文化　　鈴木　大拙　（すずき　だいせつ）　
　　禅の思想を外国人のために英文でわかりやすく記した。その翻訳本。禅が持つ基本的な考え方に始まり、禅の精神が美術や武士、剣道、儒教、茶道、俳句など、あらゆる日本文化に影響を及ぼしている点を詳述する。（禅を世界に広めた禅の思想の入門書）

禅は、言葉でなく、座禅など個人的な体験による直観的な理解で真理に至ろうとする。

次の禅的な７つの世界観は、禅の世界を知る上で有用なキーワードである。
①禅は、精神に焦点をおく結果、形式を無視する。

②禅は、いかなる形式の中に精神を見出す。
③不十分・不完全な形式に精神がいっそう表れる。

④形式や慣例、儀式を廃して精神をむき出しにすると弧絶性、孤独性に還る。

⑤超越的な孤高とは、清貧的、禁欲的である。

⑥弧絶とは、無執着でもある。

⑦弧絶という語を絶対という意味に解すると、それは最も卑しいと見られている野の雑草から、自然の最高の形態といわれているものに至るまで、森羅万象のなかに沈んでいる。

（５）弓と禅　　　オイゲン・ヘリゲル
　　　大正の終わりから昭和の初めにかけて日本に滞在したドイツ人哲学者が弓道の修業を始める。本書では、このドイツ人哲学者が6年の間に経験した弓道の修業を通して得た、矛盾を克服する禅の思想を語る。（身をもって知る瞬間は、突然やってくる。その瞬間に至るには、ただ修業して待つほかない）
（６）地獄の思想　　　梅原　猛（うめはら　たけし）
　　梅原　猛が初めて書き下した著作。釈迦は、人生を苦と考えたが、苦の人生を地獄と解すると仏教思想の根底には、地獄の思想が潜むであろう。このような観点から地獄の思想が日本文化に与えた影響を論じる。（人生を苦と考える釈迦の仏教は、その根本に「苦としての人生＝地獄」と向きあう「地獄の思想」をもつ。地獄の思想は、苦悩と真摯に向き合う態度であり、日本の思想や文化に大きな影響を及ぼした）
（７）遠野物語　　　柳田　国男（やなぎだ　くにお）
　　明治政府の高級官僚だった筆者が、陸中の遠野に住む佐々木　鏡石から聞き取った山神や山人の伝説を記す。オシラサマやオクナイサマ、ザシキワラシや河童、ヤマハハなど日本人が忘れてしまった口承伝承が息づく。（本書を通じて柳田は、廃れゆく口承伝承を異邦人である外国人、当時の都会人、そして現代の私たちに伝え残そうとした）
（８）忘れられた日本人　　　　宮本　常一（みやもと　つねいち）
　　日本全国を歩き調べた民族学者である著者が、無名の老人たちから聞いた、生活に密着した話を紹介しながら、今日の文化を築き上げた話を紹介しながら、今日の文化を築き上げた庶民のエネルギーがどういう人間関係や環境から生まれてきたかを描く。
（宮本　常一は、徹底したフィールドワークで、忘れ去られようとする日本の庶民文化を記録した）
（９）昔話と日本人の心　　　　河合　隼雄（かわい　はやお）
　　昔話の物語あるいは、出来事を「心」の中に生じる語や出来事と考えた上で、西洋の昔話と日本の昔話を比較し、近代西洋の心、すなわち自我と日本人の自我の違い、その発展違いをあきらかにした。
（西洋人の自我の発展は、男性像のヒーロー型、対して日本人の自我の発展は、女性型で表現できる。日本人の女性的な自我は、日常や非日常を超えてやがて無をめざす。これが日本的な自我成長のパターンになる）
3.日本的風土の特質　（地勢からみた日本文化の特徴）
（１０）日本風景論　志賀　重昴（しげたか）
　　明治２７年、日清戦争開戦の年に世に出る。諸外国の風景と比較しながら、日本が持つ独自の自然美が世界に誇る特質を有することを強い筆致で主張した。また、登山啓発書として日本の山岳愛好家にも影響を与えた。
日本風景美の本質とは、

1 「瀟洒：しょうしゃ」一般的に俗を離れてさっぱりした状況―＞日本の秋
2 「美」－＞日本の春

3 「跌宕：てつとう」のびのびして大きいこと、雄大―＞台風と火山
（１１）風土　　　和辻　哲郎（わつじ　てつろう）
　世界の風土をモンスーン、砂漠、牧場の３つに分類した上で、各風土において生活を営む人間の特徴を示し、さらにモンスーン的風土の特殊形態である日本の特徴を精神面や習慣面、文化面から解明した。
（日本は、モンスーンに属し、台風や大雪のごとく突発的性格、熱帯的・寒帯的という二重性格により、しめやかであると同時に激情的である点が国民的性格になっている）

（１２）文明の生態史観　　　梅棹　忠夫（うめさお　ただお）
　　文明の進展に生物学や動物学で用いられている遷移（せんい）理論を適用し、その発展の法則を導き出した。その結果、ユーラシアにおける第一地域と第二地域が生態学的に異なる発展を遂げたという事実を明らかにした。
（この考えに準じると西ヨーロッパおよび日本の進展は、実は並行現象としてとらえることができる）
（１３）日本辺境論　　　内田　樹（うちだ　たつる）

中華コスモロジーの辺境に住む民族として自意識をスタートさせた日本人を辺境人と定義し、本当の文化は、どこかほかにあり、我々はどこか劣っているという辺境人意識が、日本人の思考や行動を支配することを示す。

（日本人は、中華思想を受け入れることで辺境人となり、このため外部の上位者にお墨付きをもらうことが血肉と化した。今から辺境人根性をたたき直すのではなく、むしろ辺境人の伝承である「学び」の力を高めることが重要である）

4.日本の美（日本美のあり方について考察した日本文化論）
（１４）「いき」の構造　　　　九鬼　周造（くき　しゅうぞう）

　　　外国語に翻訳不可能な日本独自の概念である「いき」について考察する。「いき」が持つ性質や適応範囲を直六面体で明快に解説した上で、日本人が「いき」と感じる状況を身体的表現と芸術的表現に分けて分析する。

（「いき」の本質は、垢ぬけして、張りのある、色っぽさにある。）
（１５）陰翳礼讃（いんえいらいさん）　谷崎　潤一郎（たにざき　じゅんいちろう）
　　総合雑誌「経済往来」の昭和８年１２月号から昭和９年１月号に連載された随想風の評論。日本の伝統美の背景に「陰翳」の性質があることを日本人が日常的に使う道具や伝統的な住まいの中に見出した。
（「陰翳」は、光により生まれる「かげ」だが、はっきりした像をえがくものではない。朦朧（もうろう）としてぼかしたような暗さを指す。陰翳は、紙や漆器、床の間など日本の伝統美に発見でき、西洋人は、この暗がりが持つ不気味な静けさを「東洋の神秘」と呼ぶ）
（１６）美しい日本の私　　　　　　川端　康成（かわばた　やすなり）
　川端　康成が昭和４３年にノーベル文学賞を受賞した際、記念講演のために執筆した。道元禅師や明恵上人の歌を通じて、日本人が愛した四季折々の自然美を愛でるとともに、その背景にある［無］の思想を明らかにする。　

（日本人は、移り変わる四季折々を心から愛でた。中でも「雪、月、花」は、美を表す最上の言葉である。日本人は、単に自然を愛でるだけでなく、その背景に「無」を感じた。

この無の思想が日本の美の背景にある）
（１７）日本美の再発見　　　　ブルーノ・タウト
　来日中に書いた日本美に関する小論や日記の抜粋など６本を収録している。伊勢神宮や桂離宮を日本で最も価値のある建築物ととらえる一方で日光東照宮を徹底的に批判し、日本建築の再評価に大きな影響を及ぼした。（日本建築の本質とは、すぐれて機能的であると同時にその外観も優れている点である）
（１８）民藝４０年　　　　　柳　宗悦（やなぎ　むねよし）
　　著者が４０年にわたって執筆した、主に民芸に関する論考を集めた。収録作は、「朝鮮の友に贈る書」「木喰上人発見の縁起」「雑器の美」「工藝の美」「利休と私」「日本の眼」などで、筆者の仕事を一望できる。

（民衆的工芸を「民芸」と呼び、日用雑器に優れた美が埋もれていると主張した。「西洋の眼」だけで美を見るのではなく、二元論を超えて美を見る「日本の眼」を用いるのが大切である）

（１９）日本の伝統　　　岡本　太郎（おかもと　たろう）
　岡本　太郎が芸術家の視点から日本の伝統美を斬る。懐古趣味的に日本の伝統美を語るのではなく、現代の視点でもって日本の伝統美に真摯に向かい合い、新たな伝統の創造を模索し実践することを提唱した。

（日本の伝統を回顧するだけの伝統主義は、創造から逃げているという点で卑怯だ。日本の伝統を徹底的に見つめて新たな創造を行うことで、伝統は、たくましく継承される）に

（２０）「かわいい」論　　　　　四方田　犬彦（よもた　いぬひこ）

　　日頃私たちが口にする「かわいい」についてその美学や意味、構成する要素について論じた。その上で「かわいい」が消費社会で戦略的に利用されている実態や性差の問題、グローバル化との関係にまで言及する。
（「かわいい」の根底にあるのは、心の躍動であり、親しげで好奇心をそそり、かつどこかしら　未完成な性質である。また、「かわいい」の背景には「グロテスク」なものが存在し、両者は、実に薄い一枚の観念的な膜で隔てられている）
5． 日本人と日本社会を成立させるもの（日本文化の特徴を多様な面から論じた）
（２１）菊と刀　　　　　　ルース・ベネディクト

　　文化人類学者の著者は、第２次世界大戦中、アメリカ政府の依頼を受けて日本人のメンタリティを調査した。これを基に出版したのが本書で、西洋を「罪の文化」。対して日本を「恥の文化」と規定した。

（「菊」は、天皇の象徴。「刀」は、武士道の象徴と考えらがちだが、これは、間違っている。「菊」は、過去の日本が日本人を縛ってきた自制や義務から生じたものの象徴であり、「刀」は、自己責任の象徴である）

（２２）日本の思想　　　　　丸山　真男（まるやま　まさお）

　　西洋の思想構造は、ササラ型なのに対して、日本の思想構造は個々の西洋思想を部品として無自覚に取り入れため、タコツボ型になってしまっている。いま必要なのは、タコツボを結ぶ「個別思想の座標軸」だと主張する。
（日本には、個別思想の座標軸を果たすような思想的伝統が形成されなかったためこの座標軸の構築が欠かせない）
（２３）タテ社会社の人間関係　　　　　中根　千枝（なかね　ちえ）
　　　個人と個人、個人と集団、集団と集団の人間関係において、場によって構成された孤立する集団およびその集団に生み出される「タテ」型の組織が、日本社会の原動力や特色となっている点を明らかにした。

（社会集団の構成には、「資格」に基づくものと「場」に基づくものがある。日本は、場に基づいて集団が構成されてきた。場による集団では、序列によって集団を維持する意図が強まる。日本では、このタテ型が組織の特徴になっている）

（２４）日本人とユダヤ人　イザヤ・ベンダサン（山本　七平：やまもと　しちへい）

　　ユダヤ人に扮した著者が、日本人とユダヤ人を比較して思考や行動の違いを明らかにした異色の書。日本経済が急成長する時代にあって、日本人の勤勉性、模倣好きなどの特徴を独自の視点で解説した。
（辺境民族である日本人と遊牧民であるユダヤ人とを比較した日本文化論。著者は、日本人の思想・信仰を「日本教」と考え。その根本理論は、人間性であり、これを定義するのが「法外の法」と「言外の言」だと考えた）

（２５）甘えの構造　　　土居　健郎（どい　たけお）

　　精神分析家の著者がアメリカ留学を契機にして注目するようになった「甘え」について考察する。日本人が持つ考え方や心理、社会的事象を列挙しつつ、日本人が「甘え」の感情に親しんできた事実を明らかにする。
（「甘え」は、人間の精神生活に欠かせないものである。甘えに健康甘えと病的な甘えがある。現代は、病的な甘えが健康な甘えを駆逐した時代だ。この視点が現代社会を見る一つの鍵となる）
